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病
院
の
患
者
さ
ん
ら
約
5
5
0名
が
訪
れ
、
心
温
ま

る
文
章
と
絵
の
コ
ラ
ボ
に
癒
さ
れ
た
。
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東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
で
は
、
平
成

M
年
度
概
算
要
求
特
別
経
費
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
「
ア
ジ
ア
共
同
学
位
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
ア
ジ
ア
共
向
学
位
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
サ
マ

l
コ
l
ス
を

8
月
沼
日
か
ら

8
月

m

日
ま
で
の

8
日
間
に
わ
た
り
東
北
大
学
文
科
系
総

合
研
究
棟
を
会
場
に
開
催
し
た
。

今
回
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
サ
マ

l
コ
1
ス
で

は
、
東
北
大
学
の
大
学
院
生
の
ほ
か
に
、
中
間
、

韓
国
、
台
湾
か
ら
日
名
の
大
学
院
生
が
参
加
し

「
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
」
「
ア
ジ
ア
の
学
校
」
を
テ

ー
マ
と
し
た

2
つ
の
講
義
を
短
期
集
中
で
受
講
し

た
。
各
講
義
も
中
関
、
韓
国
、
台
湾
、
日
本
の
教

員
が
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
教
育
が
抱
え
る

問
題
と
最
新
の
改
革
動
向
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
活
発
な
議
論
が
行

な
わ
れ
、
最
終
日
に
は
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通

の
教
育
」
を
テ

1
マ
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
、

ア
ジ
ア
共
通
の
課
題
や
各
国
の
差
異
に
つ
い
て

様
々
な
観
点
か
ら
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
、

サ
マ

l
コ
1
ス
期
間
中
に
は
日
本
の
中
学
校
・
高

等
学
校
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
な
い
、

外
国
人
の
自
を
通
し
て
、
日
本
の
教
育
現
場
を
改

め
て
見
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

日
本
の
教
育
の
良
さ
、
あ
る
い
は
学
校
現
場
が
持

つ
課
題
の
共
通
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。
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各
外
国
大
学
か
ら
サ
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と
講
師


